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ら電蹄 ,電圧特性 の kirikは説明できそうである｡だがいろいろ分らない点

が あるのでもつとよく考えてみる必要があるように思えるO
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2 i J.Fopfield,Phys･Rev･Lettprs8日962)511･
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CdSにおける2っの非線型伝導に関する実験

山 田 一 雄 (名大理 )

(1才 超音波の増巾川｡パ,レス電夢E-の下で ,photo･ぺarriprを持っCdS

の超音波の吸収係数 を測定すると ,E=700v/cmの前后でその符号が

正か ら負に変るO このEに一対す るdriftvelocityUdは音速7Lの大き

さである.

t2) 電鋳の辱折飽和く2)Q伝導度が0.01-5(fl一cm)-1の rarjge の CdS

の dark-current(photo-currpntについても )を測ると ,弱いEでは

一勿論 ohmicであるが ,E～ 1800v/cm で屈折 L,それ以上では飽和の樽

向を示すo

やはりこの EでのZjdは く川 よりは少 し大きいが jLLの程度となるo

以上2っの実験はVd A-i_uを越えるといづれ も異常が現れるが ,11号では

吸政係数が .vdがuを過ぎる前後でなだらかに変化 しているが(27では竃許

が可成 りはっきりとkinkを示すo

tlJの場合吸収係数については ,音波の振巾についての線型理論の範囲内で

議論は可能r5)であるが ∴振巾の絶対値の振舞については非線型効果を考慮 し

なくては何も言えないo(2)の場合 ,vd譲ミ弘を越ると内部に音扱桝 の不安定性

が出現 して電流を変えると･想像すれば ,その異常励起された音数を適当にお
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不安定性 と非線型伝導現象

川 田utson.Lit.all;Phys.Rev･Letters･7日9611257･
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Alfv昌11按 の 重 力 効 果

横 田 万里夫 (京大理 )

-様な プラズマのAlfv昌TJ,波を Lらぺ るとき ,piectromagnet喜c

f毒eldを 臼amiltor】ir3rj形式か ら運動方程式を求めてとりあつかうのが

便利な歩合があるO全系の冒amilto_T'i(-ll-3を･,ffIで表す と さ
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となる｡ こ ゝでAoi は chargeTparticle l VL作用する舛夢 の

Vector potential･lPl･Qj は fミeid vaT盲ah王eで 輿はuefの
definitionか らきまるvar呈ahleであるC この日amiltorliar'お らつぎ

の運動方程式を うる｡
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